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四面銅鉱の結晶構造は歪んだソーダライト型

とみなすことができ、空間群 I–43m,一般構造式

は M(2)6M(1)6X(3)4S(1)12S(2) (Z = 2)と書ける。

M(2)および M(1)の双方を Cu+が主に占める種と

して、従来は安四面銅鉱（tetrahedrite, X = Sb）と

砒四面銅鉱（tennantite, X = As）に分類されてい

た。しかし、電荷バランスを保つためには２価の

陽イオンが必須であるため、それぞれの組成式

は Cu6[Cu4(Fe,Zn)2]Sb4S13, Cu6[Cu4(Fe,Zn)2] 

As4S13 といった形で書かれていた。一般に、たと

えある元素がいずれの結晶学的サイトにおいて

も卓越しない場合であっても、それが電荷バラ

ンス上必須の元素である場合、本質的な構成元

素として鉱物種を分ける基準として扱うことが基

本である。そこで、四面銅鉱グループにおいて

も、２価の陽イオンにより種名を細分化するよう

命名規約が改定された (Biagioni, et al., 2020)。

従来の安四面銅鉱と砒四面銅鉱は、2 価の陽イ

オンとして鉄が卓越するものと、亜鉛が卓越する

もの、双方が古くから知られているため、鉄安四

面銅鉱と亜鉛安四面銅鉱、鉄砒四面銅鉱と亜

鉛砒四面銅鉱に細分され、その他の２価陽イオ

ンを主体とする種は新鉱物として扱われることと

なった。その後、水銀安四面銅鉱などが報告さ

れているが、このたび、２価イオンとして Mn2+が

卓越する安四面銅鉱を見出したので報告する。 

試料は手稲鉱山のズリより採集された 2 個体

の石英片で、Mn2+が卓越する安四面銅鉱は石

英中に 2mm 以下の結晶粒として点在する。共

生鉱物は重晶石、黄鉄鉱、および微細な鉄砒

四面銅鉱である。鉄砒四面銅鉱は常に黄鉄鉱

に接する一方、安四面銅鉱は黄鉄鉱と直接接

することはなく、また個々の結晶粒には累帯や

離溶組織は見られず均質であった。波長分散

型 の EPMA に よ り 決 定 し た 実 験 式 は

[Cu5.99Ag0.01]∑6[Cu4.20(Mn1.73Zn0.14Fe0.05)∑1.12]∑6.12
(Sb2.22As1.78)∑4S12.75である。単結晶 X線回折法

による結晶構造解析を行い、信頼度因子 R1 = 

0.0098の結果が得られた。Mn2+はM(1)サイト

に入ることが確認され、これは他の四面銅鉱

グループの傾向と調和的である。また、M(2)

サイト（ワイコフ位置 12e）を占める Cu の

一部は、24g の位置に統計的にディスオーダ

ーしていることが確認された。 

この鉱物は四面銅鉱グループの新種に相

当すると考えられるため、申請を準備中であ

る。 
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